
●問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

 「ふるさと納税」制度がはじまり，県全体では「かごしま応援寄

附金」，本町では「ふるさとさつま応援寄附金」として取り組んで

います。

　さつま町への寄附の状況は，次のとおりとなっています。

■９月末現在の状況　

　さつま町直接分１０件　県協議会経由分３件　　金額　805,000円

■次の皆様から寄附金をいただきました。ありがとうございました。

（※氏名の掲載は，本人の了承のあったもののみです。敬称略）

　　・杉元龍太郎（神奈川県）・川平道男（埼玉県）

　　・梶原忠良（千葉県）　　・鈴木晴博（鹿児島県）

　　・十島征五（大阪府）　　・向囿信幸（奈良県）

　　・梶原照男（兵庫県）　　・上大迫清澄（神奈川県）

　　・木原高明（大阪府）　　・千成篤博（愛知県）

■ふるさと納税に関するお問い合わせ
　さつま町役場　企画広報課　企画振興係
　〒895-1803 鹿児島県薩摩郡さつま町宮之城屋地1565番地２
           ＴＥＬ  0996-53-1111　内線2222
           ＦＡＸ　0996-52-3514
　電子メール　ki-kikaku@satsuma-net.jp

（ふるさと納税）
ふるさとさつま応援寄附金

（ふるさと納税）
ふるさとさつま応援寄附金
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■問い合わせ＝県立宮之城高等技

術専門校　 53-0207　雇用保険受

給者は最寄りのハローワークへお

問い合わせください。

消防本部　　５２－０１１９

●天ぷら油火災防止について

　平成１９年中に全国で発生した

建物火災の出火原因を見ると，

「こんろ」によるものが最も多く，

さつま町内でも２件発生していま

す。これらの火災の大半は天ぷら

油による火災です。

　天ぷら油火災の多くは，来客，

電話，子どもの世話などでこんろ

から離れるといった，「ちょっと

した油断」が原因で発生していま

す。

　『火をつけたらその場を離れな

い』  『離れるときは必ず火を消す』

などの基本的なことに注意しまし

ょう。

　また，普段から天ぷら油火災の

危険性を十分認識し，消火器等の

設置や使い方などいざというとき

の行動力を身に付けておきましょ

う。

●８月の火災・救急情報

　毎日の暮らしの中で，役所などが

行っている仕事に対する疑問や相談

ごとはありませんか。そのようなと

きは総務省の「行政相談委員」にご

相談ください。期間中，次のとおり

行政相談所を開設します。

【行政相談日程】

■10月６日 (月）

　午前９時～正午　

　　鶴田総合支所（１階相談室）

　　相談委員　東郷光行

　午前９時～正午

　　薩摩総合支所（旧館１階会議室）

　　相談委員　赤崎弘道

■10月20日（月）午前10時～正午　

　　虎居地区公民館（和室）

　　相談委員　小島泰秀

■10月21日（火）午前10時～正午　

　　佐志地区公民館（和室）

　　相談委員　小島泰秀

■10月22日（水）午前10時～正午　

　　山崎地区公民館（和室）

　　相談委員　小島泰秀

■10月23日（木）午前10時～正午　

　　宮之城ひまわり館（相談室）

　　相談委員　小島泰秀

　

　相談委員の担当区域に関わらず，

どこの会場でも構いませんのでご相

談ください。期間外でも，次のとお

り行政相談を実施しますので，お気

軽にご相談ください。宮之城ひまわ

り館では心配ごと相談と一緒に実施

します。

毎月第３木曜日　午前10時～正午　

　　　　　　　宮之城ひまわり館

２月１６日（月）【３ヶ月に１回開催】

　　　　　　　　午前９時～正午　

　　　　　　薩摩・鶴田総合支所

※１１月予定分は10月６日に変更

【さつま町の行政相談委員】

◆宮之城地区担当　　

　小島泰秀　轟町8番地4　 　53-2396

◆鶴田地区担当　　　

　東郷光行　神子720番地8　 59-2629

◆薩摩地区担当　　　

　赤崎弘道　求名2287番地　 57-0233

○救　急

◆出動件数　　73件

◆運んだ人　　73人

◆内訳

　急　病　41件40人

　交通事故 6件 7人

　その他　26件26人

○火　災　

◆発生件数　２件

◆内訳

　林　野　　１件

　その他　　１件

秋の行政相談週間について秋の行政相談週間について秋の行政相談週間について

■くらしの情報
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健康増進課　健康増進係　内線２１４３

●１０月は，骨髄バンク推進

　月間です

　国は，毎年10月を骨髄移植の知

識や役割についての理解を深める

ために，「骨髄バンク推進月間」

と定めています。

　白血病などの難治性血液疾患は，

現在，骨髄移植という治療法によ

り多くの患者さんが健康を取り戻

せるようになっています。

　「骨髄バンク事業」は，非血縁

者間における骨髄移植の実現のた

め広く一般から骨髄提供を希望す

る人を募り，その方の血液をあら

かじめ検査し登録しておき，移植

可能な患者さんが現れたときに骨

髄の提供をお願いするものです。

　詳しくは，下記までお問い合わ

せください。

■問い合わせ　

　県庁薬務課　　099-286-2806

　川薩保健所　　23-3167

企画広報課　企画振興係　内線２２２２

●１０月は「土地利用月間」です

　土地はみんなのための限られた

資源であり，生活や生産を通ずる

様々な活動の共通の基盤で公共性，

社会性を持った資源です。

　豊かで住みよいまちづくりをす

るため，一人ひとりが土地につい

ての関心を高め，自然環境を守り，

生活環境の確保と国土の均衡ある

発展を図りましょう。

　一定面積以上の大規模な土地取

引の場合には，国土利用計画法に

基づく届出が必要です。届出は契

約（予約を含む）を締結した日か

ら起算して２週間以内に，土地の

所在する役場などの国土利用計画

法担当窓口に届け出てください。

■届出書　土地の取得者（買い主）

■届出の必要な土地の取引　※売

買，交換，代物弁済等　ア．市街

化区域 2,000㎡以上　イ．アを除

く都市計画区域 5,000㎡以上　ウ．

都市計画区域以外の区 10,000㎡

以上

■届出をしないと　届出をしなか

ったり，偽りの届出をすると，６

ヶ月以下の懲役または１００万円

以下の罰金に処せられます。

企画広報課　広報統計係　内線２２２３

●看護職職場復帰支援研修会

　について

１）セミナー

■日時・場所＝11月11日（火）午

後１時～午後４時　川内市医師会

立市民病院　11月13日（木）午後

１時～午後４時　クオラリハビリ

テーション病院　■参加料＝無料

■内容＝①最新の医療情勢②職場

環境の変化「働き続けられる職場

づくり」③１次救急訓練④川薩地

区の施設及び体験研修施設紹介

２）病院体験研修（１～３日間）

■期日＝11月17日（月）～次の病

院で実施します。市比野記念病院

・済生会川内病院・川内市医師会

立市民病院・クオラリハビリテー

ション病院・薩摩郡医師会病院　

■研修費＝無料　■内容＝看護技

術及び医療機器の取り扱いなど

※１）２）のいずれも所定の申込

用紙が必要です。■問い合わせ＝

鹿児島県看護協会川薩地区事務局

（クオラリハビリテーション病院内）

　谷川智子宛　  53-1704

　　　E-mail cct131@qoler.jp

●鹿児島矯正展・鹿児島監獄

　１００年祭について

■日時・場所＝11月１日（土）午

前９時～午後４時　11月２日（日）

午前９時～午後３時　湧水町吉松

総合体育館　■内容＝鹿児島監獄

１００年の歩みの紹介，役所広司

による１日所長（11月１日に予

定），おもしろ化学実験コーナー

など。■問い合わせ＝鹿児島刑務

所　 0995-75-2025

●１０月は労働保険適用促進 

　月間です

　労働保険は政府が管理，運営し

ている強制的な保険であり，原則

として労働者を１人でも雇ってい

れば適用事業となり，その事業主

は労働保険の成立手続きを行い，

労働保険料を納めなければなりま

せん。まだ，お済みでない事業主

の方は，お早めに加入手続きをお

願いします。

■問い合わせ

　ハローワーク宮之城　 53-0153

　川内労働基準監督署　 22-3225

●こころの健康相談窓口につ

　いて

　こころの不調は，早い段階での

気づきが重要です。不眠や不安が

最初のサイン。おかしいと思った

ら気軽に川薩保健所（地域支援係

　23-3166）にご相談ください。

　精神科医による相談日は，毎月

第１・３金曜日午後２時～午後４

時（予約制）です。保健師による

相談は，随時受け付けます。

商工観光課　商工振興係　内線２２４１

●県立宮之城高等技術専門校

　訓練生募集について

　平成21年度建築大工の技術技能

の習得を目的とした職業訓練生を

一次募集します。

■募集科目＝建築工学科：高卒以

上（２年間）■受付期間＝10月６

日（月）～24日（金）■選考日＝

11月10日（月）■選考方法＝筆記

試験（国語（現代文）数学Ⅰ）・

面接　※詳しくは，当校募集案内・

ホームページをご覧ください。


